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  　　　本年度後期ゼミ長挨拶文　
ようやく残暑から解放され、秋の気配を感じる季節になりましたが、皆さんは元気でお過ごしだと思います。夏休みも終わり、２００４年度の後期授業も始まり、通年の授業は前期の復習もあるので、新たに気を引き締めていきたいと思います。これから多方面で忙しくなると思いますが、体調を崩さずにがんばっていきましょう。

刑法ゼミ　[主に二年生対象]　　　　　　　　　　　　　　ゼミ長：成井　愛美　

　皆さん夏休みはいかがお過ごしだったでしょうか。いよいよ後期授業の始まりです。夏休みを挟んでの通年授業もいよいよ大詰めを迎えます。
さて、この刑法ゼミでは、前期に継続して授業のレジュメに沿った解説を進めていきます。また、テストも視野にいれた対策なども予定しています。前期の復習やこれからの予習を進めたい方は是非ご参加ください。それでは、ゼミ教室でお待ちしています。

　
民法１ゼミ　[主に一年生対象]　　　　　　　　　　　　ゼミ長：内村　千恵美　

長かった夏休みも終わり、いよいよ後期授業が始まりました。民法１ゼミは前期から行っていましたが、後期になり、一年生の皆さんは授業でも民法の勉強を本格的に開始することになります。民法１で学ぶ分野には、これから法律を勉強していく上でも基礎となる大切なものがたくさんあります。また、試験に関しても民法の試験は難しいと言われています。ですから、ただ覚えるのではなく一つ一つ理解しておくことが重要になってくると思います。
民法1ゼミでは通常のゼミに加え、試験前には試験対策も行いますので、前期のゼミに参加できなかった方も後期から是非是非おいでください。前期同様、2年生6人で運営していきますので宜しくお願いします。多数のご参加、お待ちしております。
関法連ゼミ　[全学年対象]　　　　　　　　　　　　　　　ゼミ長：小室　裕光　

夏休みも終わり、皆様充実した日々を過ごされていることと思います。その充実した日々に関法連というスパイスを加えてみてはいかがでしょうか。適度なスパイスは料理をよりおいしくしてくれます。
　後期は、10月16日に第２回関東学生法律討論会（秋討）が早稲田大学において、12月4日に第54回全日本学生法律討論会（全討）が香川大学において行われます。出題分野は、秋討が憲法、全討が商法です。
　現在関法連ゼミは、秋討に向けて準備の真っ最中です。また、後期のゼミも前期同様、学部の教授をお招きして、ご指導いただく予定です。
憲法は国の根幹を定めている法であって、皆様の生活と密接不可分であり（試験に出るという意味でも）、非常に大切なものです。その大切な憲法をみんなで一緒に勉強しましょう！多くの方のご参加をお待ちしております。
憲法１ゼミ　[主に一年生対象]　　　　　　　　　　　　　ゼミ長：細淵　敬済　

　後期から始まる憲法１の授業の最大の特徴は、とにかく安西先生のしゃべるスピードが速いということです。慣れないうちは、そのスピードに圧倒されて授業内容を聞き漏らしてしまうことも多々あるかと思います。実は自分も去年そうでした。でも実は、大切なところは何度も繰り返してくれるので、慣れればかなりノートのとりやすい授業でもあります。一回の授業で書くノートの量がかなり多いので是非ともさぼらずに授業に出ましょう。
　憲法１ゼミでは、授業の書き漏らしの補充の意味も込めて、授業の内容を復習することに重点を置きつつ行っていきたいと思います。また、内容は統治について行います。高校時代に社会で三権分立を習った人はわかるかもしれませんが、仕組みについての話が多々あるため、少し暗記っぽくなってしまいますが学説の対立もちゃんとあるので、飽きずにゼミに来続けてください！

刑法１ゼミ　[主に一年生対象]　　　　　　　　　　　　　　ゼミ長：渡辺　明

今年度から大幅なカリキュラム変更によって、憲法１・民法１・刑法１がそれぞれ 
後期からの開講となりました。 （民法１のみ週２回） 特に、刑法は旧カリキュラムでは２年次配当だったため、ゼミを担当する２年生も 今年の４月から勉強を始めたばかりです。更に、刑法だけは、上級生を担当されている先生と、１年生を担当される先生が違うので、講義や試験の形式が一切わかりません（憲法・民法は昨年度履修した時と変わらないので心配ナシです）。

そんな不利な要素が満載な刑法１ゼミですが、４人の担当者（ゲストが登場するかもしれませんが）で何とか進めていきたいと思います。最低限、自分が担当する箇所だけは完璧（理想だけは高く）にして臨むつもりです。一方的な講義形式を採用するつもりは無いので、１年生の方も少しヤル気を出して参加してみてください。
後期末の試験で、一緒に良い結果が残せるように頑張っていきましょう！
　夏合宿を終えて　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長：塚田　剛　
本年度の夏合宿は、8月8日（日）～10日（火）の３日間、長野県の車山高原で行われました。参加された53名の方々は、十分お楽しみいただけたでしょうか。
今回は、1日目にはゼミ準備・バーベキュー・花火、2日目に模擬裁判ゼミ・肝試し・飲み会、3日目に車山高原ハイキング・白樺湖散策など、様々なイベントが行われました。宿泊先は大きな宿でしたが、広くてゆったり出来るロビーにビリヤードやダーツ等のゲームが配備され、また全館貸し切りだったため、他のお客に気兼ねすることもなく、存分に勉強し且つ遊ぶことが出来たのではないでしょうか。
これらの準備・手配を新歓合宿前後の早い時期から行ってきてくれた渉外の方々は、本当によく頑張ってくれたと思います。これまでの合宿の中でも、この夏合宿は特に素晴らしいものだったと思います。
今回重点の置かれた模擬裁判形式のゼミは、民法を全く受講したことのない1年生にとっては辛いものではなかったでしょうか。それにもかかわらず、１年生の皆さんは準備の段階から自主的に学ぼうとする強い意欲が多く見られ、その結果、各班で非常に熱いゼミとなりました。
渉外を中心とする2年生執行部役員をはじめ、皆さん本当にお疲れ様でした。
後期の法研の活動は、通常のゼミに加え、東京地方裁判所見学・関法連討論会・後期納会・追いコンなどが企画されますので、奮ってご参加下さい。
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